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上下水道課の目標（令和７年度）自己評価書

　上下水道課長 伊藤 裕之

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 水道施設の整備及び維持管理（工務班）

老朽施設の更新及び管路施設の更新強化

・創設当時の配水管、耐用年数を経過した導・配水管の更新工事を引き続き実施し

てまいります。

施設の維持管理

・浄水場施設、揚水施設の安定稼働のため、非常用発電設備の設置、既存設備の点

検及び整備工事を引き続き実施してまいります。

２ 公共下水道の整備及び維持管理（工務班）

未整備地域への汚水管整備

・既認可区域である飯積地区・上岩橋地区の汚水管整備工事を計画的に実施します。

浸水対策

・上岩橋地区の浸水対策として、排水ポンプ場の用地確保に努めます。

３ チャレンジ目標

（１）水道管漏水の抑制、工事等による赤水の抑制（対策）

（２）使用電力について、料金抑制の方策検討。

４

５

４

１ 管路施設では、東酒々井区の配水管更新が概ね終了

し、令和８年度以降は、中央台地区の配水管更新計画と取

水井からの主幹の導・配水管の更新に順次着手します。

浄水場施設については、次亜注入設備貯留槽の更新を実

施しました。揚水施設については、５号取水ポンプ分解整

備工事を実施しました。

取水井(２、５、９、１０号)に、非常用発電設備を設置

完了しました。

２ 飯積地区で７８.０ｍの汚水管整備工事を実施したほ

か、上岩橋地区で１７０.７ｍを整備しました。

マンホールポンプについては、排水に支障なく維持管理

しました。また、上岩橋地先の排水ポンプ場の用地買収を

終了し、実施計画の策定に着手しました。

３ 漏水や赤水発生の予防対策については、職員の丁寧な

観察等により、断水等の事故なく対応しました。

使用電力の節電については、事務所内の節電等に努めま

したが、価格高騰や猛暑などの自然要件から１７９,３９

４円(０.４％)の減に留まりました。

酒々井町

達成度：R8.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。


